
ぬくもりすぺいす「虹っ子」 

支援プログラム  

作成日：令和 7 年 2 月 1 日 

法人理念 「あったらいいな」を叶え「未来を創る」 

発達障害のある人とその家族が、人格の尊厳を保ち、安心して暮らせる社会づくり

に貢献すること 

行動指針 「前進する」 「継続する」 「認める」 「伴走する」 「信頼する」 

支援方針 『こどもたちの「できる」が輝く』 

こどもたちの好きなこと（興味・関心）＝「強み」ととらえ、それを生かした支援をする

ことで、こども本人の力を引き上げていくことを目指す 

サービス提供時間 平日 10：00～16：00 

土  9：00～15：00 

［休業日：日・月・祝］ 

送迎実施の有無 あり 

支援内容 

本
人
支
援 

健康・生活 ・身支度や排せつなど生活していく上での基本的技能が獲得できるよう、やるこ

とを絵や写真を用いて知らせ、支援をしています 

・次の活動や場所をスケジュールで明確に伝えることで、こどもが自発的に行動

できるように環境を整えています 

運動・感覚 ・運動の基本的技能の向上だけでなく、生活する上で必要な食具の操作や、小 

学校等で使用する道具にも触れ、それらの操作の獲得も目指します 

・保有する感覚の特性に配慮したり、環境調整を行ったりすることで、こどもの本 

来の力を引き出せるように支援しています 

認知・行動 ・一人ひとりの認知の特性を把握したうえで、こどもが新しい情報や知識を適切 

に取得または習得できるように支援しています 

・場面や人が変わっても身につけた力を発揮できるよう、発展性を持たせた活動 

を実施します 

・こどもが行動するときの手がかりが増え、生活しやすくなることを目指しています 

言語・ 

コミュニケーション 

・言葉によるコミュニケーションだけでなく、指さしやサイン、絵カードや写真等を 

活用して、情報の共有や意志の伝達ができるように支援しています 

・相手と同じものに注意を向け、その意図を理解する共同注意の獲得に力を入 

れています 

・小集団活動を取り入れ、場や相手の状況に応じたコミュニケーションができるよ

うに支援しています 

・こどもが「相手に伝える」行動を起こすことで、自分にとって有益な結果につな 

がると感じてもらうことを大事にしています 

人間関係・ 

社会性 

・安心を感じられる相手や環境の中で、こどもが本来の姿を現し、職員がその姿 

を認めることを第一に、支援を展開していきます 

・小集団活動や自由遊びの時間には、他者を意識したり、遊びの幅を広げたりす 

るアプローチから、模倣をする、一緒に遊ぶなどの社会性の発達を促します 



・こどもが、自分の意思を尊重してもらったという経験を通して、他者を認め、かか 

わりが生まれ、発展していく過程を丁寧に支援しています 

家族支援 ・職員と保護者が協働してこどもの発達を促す［協働療育］を大切にしています 

・毎回、保護者にセッションを参観していただき、その後の個別面談で振り返りを 

します 

・職員と保護者双方の気づきを共有し、特性に合わせた支援を模索します 

・ご家族の子育てに伴走し、困りごとにどう対応すべきかを一緒に考えます 

・きょうだいの悩みにも寄り添います 

移行支援 ・就園や就学を見据えてこどもの発達や特性の評価を行い、学びの場や適した環境 

について、ご家族の意向も大切にしながら考えていきます 

・必要に応じて、移行先についての情報提供も行います 

地域支援・地域連携 ・こどもが地域で適切な支援を受けられるようにするために、子育て支援機関と行う 

連携会議や、相談支援事業所が開催するサービス担当者会議に参加し、支援 

チームの一員として役割を果たします 

・就園・就学の際には、次の支援機関と引継ぎを行い、必要に応じて連携もします 

主な行事等 ・保護者対象：就学準備の会,ペアレントプログラム（全 6 回），先輩ママに話を 

聞く会（特別支援学校編・特別支援学級編）,ミニ講座など 

・こども対象：外出イベント,お祭りイベントなど 

職員の質の向上の 

ための取り組み 

・毎月 1 回、内部研修を実施 

 事例検討会,発達障害に関する研修など 

・個別支援会議の定期開催（1 回/月） 

・よこはま発達グループによる外部評価の実施（令和 5 年度） 

・外部有識者を招いてコンサルテーションの実施（令和 6 年度から） 

 


